
 

 

 

 

 

 

 

 

心身の健康を守り、学びを充実させて 校長 仲田 智宏 

 依然として残暑が厳しいですが、長かった夏休みが終わりました。子ども達にとって、

家族と過ごした思い出の夏休みとなったでしょうか。埼玉県内は感染拡大状況にあり、十

分な警戒が必要な中、第２学期始業式を迎えました。 

本日、所沢市教育委員会からの通知「緊急事態宣言に伴うご家庭へのお願い」を家庭数

で配付しました。保護者の方にはよく目を通していただき、ぜひご協力をお願いいたしま

す。学校では、基本的な感染症対策の徹底に努めます。手洗いや手指の消毒、日々の健康

観察を必ず行い、家族に風邪症状がある場合も登校をひかえることを指導します。また、

校舎内ではマスクを着用し、室内の換気にも注意を払っていきます。給食はおしゃべりせ

ずに食べることも続けます。子ども達も教員も頑張っていきますので、１学期同様、引き

続きご家庭のご協力をお願いいたします。 

今学期に予定されている運動会、音楽会、５・６年生自然体験学習、修学旅行などにつ

いては感染状況により判断いたします。とにかく今は、皆が協力しあって感染拡大を抑え

ていくこが必要です。子ども達に一つでも多く思い出が残るように、子どもを第一に考え、

全力で取り組みたいと思います。 

 

 夏休み中に教職員は研修に取り組みました。コロナ禍ですので「密を避け、短時間で。」

を守りながら実施しておりました。いくつか紹介します。近隣の小中学校と連携し、リモ

ートで研修しました。内容は教科に限らず、生徒指導など多くのテーマで話し合いました。

校内では、「児童虐待対応研修」や「ゲートキーパー研修」を実施しています。これは子ど

もの命を守る研修です。教員としてどう対応するか、また子どもの心にどう寄り添うか学

びました。クロムブックの活用研修も実施しました。今後の新しい授業のスタイルを考え

たり、学習効果を探ったりする研修です。このような授業に直接かかわることになると、

教員たちは活き活きとしてきます。やはり子どもが好きなのが教員です。その他にもいろ

いろな研修をしました。この夏の研修が２学期の教育活動に生かされ、子ども達と先生が

さらに元気になることを願います。 

 

 子ども達がたくさんの夏休みの宿題や作品を持ってきました。教室や廊下などに展示さ

れると、学校の中がまた華やかになります。今年度は保護者を招いての作品展はできませ

んが、子ども自身は鑑賞するはずですから、どんな作品があったか話題にしてください。

今日から２学期スタートです。 
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学校教育目標 

「なかよく かしこく たくましく」 

三つの約束 

○あいさつ 

○整理整頓 

○時間を守る 

1年生 45名 4年生 52名  

2年生 39名 5年生 41名 

3年生 40名 6年生 57名 

5 組  6 名 6 組 2 名 

全校児童数   282

名 

児

童

数 

中富小だより 


